
令和５年度スポーツ庁委託事業
障害者スポーツ推進プロジェクト

（特別支援学校等における運動部活動の地域連携・地域移行支援事業）

成果報告書概要

徳島県未来創生文化部ダイバーシティ推進課



１ 事業趣旨

•特別支援学校における専門的な指導者の不足

•特別支援学校卒業後のスポーツ実施率の低下

•地域の障がい者スポーツ競技団体の高齢化・人数の減少

•障がい者や特別支援学校運動部活動の受入が可能な総合型域スポーツクラブの開拓

解決を目指す課題

•特別支援学校におけるスポーツ活動への外部指導者の派遣

•地域の障がい者スポーツ競技団体や総合型地域スポーツクラブと特別支援学校運動部活動の連携促進

•サッカー競技を核とした特別支援学校運動部活動の地域移行のモデル創出

課題解決に向けた取組内容



２ 実行委員会

事業推進体制

３本の事業を実施（再委託先等）

○県教育委員会特別支援教育課

○徳島県障がい者スポーツ協会

○一般社団法人徳島県サッカー協会

実行委員会の人数・構成
・人数：１３名
・構成
学識経験者：徳島大学大学院教授、徳島文理大学教授
障がい者団体：徳島県身体障害者連合会、徳島県手をつなぐ育成会
スポーツ関係団体：徳島県総合型地域スポーツクラブ連絡協議会

徳島県障がい者スポーツ協会
競技団体：徳島県サッカー協会、徳島県ボッチャ協会

徳島県バスケットボール協会
行政機関（徳島県）：未来創生文化部スポーツ振興課

未来創生文化部ダイバーシティ推進課
教育委員会特別支援教育課
教育委員会体育健康安全課



３ 特別支援学校卒業後を見据えた継続的な運動・
スポーツ活動参加促進事業（教育委員会特別支援教育課）

「徳島県障がい者スポーツ協会」や「徳島県トレーナー協会」、「Ｂ＆Ｇ財団」等、関係機関との
ネットワークを活かし、各特別支援学校のスポーツ活動へ外部指導者を派遣

卓球指導

B&G連携事業

学校名 実施競技 実施回数 指導者

指
導
者
派
遣

国府支援学校 サッカー 7回 株式会社トクフジ
尾形 裕

阿南支援学校 体幹トレーニング 4回 徳島県トレーナー協会
吉成 侑弥

池田支援学校 体幹トレーニング 3回 徳島県障がい者スポーツ協会
遠藤 恭弘

みなと高等学園 陸上 4回 徳島陸上競技協会
永井 明人

聴覚支援学校 卓球 7回 徳島県卓球協会
藤浦 哲夫

B
&
G
連
携

阿南支援学校
ひわさ分校 SUP体験等 1回 BLUE HORIZON 木村悠

B&Gスタッフ

阿南支援学校 SUP体験等 1回 B&Gスタッフ

みなと高等学園 SUP体験等 1回 B&Gスタッフ 陸上競技指導

体幹トレーニング



４ 特別支援学校運動部活動等の地域連携推進事業
（徳島県障がい者スポーツ協会）

特別支援学校と地域の障がい者スポーツクラブ等の交流機会創出
地域移行に向けた専門的な指導力の確保・外部指導者との関係構築を図るため、
対象競技の部活動（ボッチャ・バスケ・陸上）に競技団体等の外部指導者を派遣
するほか、他校の生徒との交流機会となる「合同練習会」を実施

障がい者施設のトレーニングスペースを活用した練習拠点の充実
「障害者支援施設希望の郷」に設置されたトレーニングスペースを、特別支援学校
運動部活動の生徒向けに開放

「総合型地域スポーツクラブ」との連携
「総合型地域スポーツクラブ」において、近隣の社会福祉施設（放課後等デイサービス
事業所等）が参加できるスポーツプログラムを実施

バスケットボール合同練習会 ボッチャ指導 オンラインを活用した練習



５ サッカー競技を核とした運動部活動地域移行
モデル創出事業（徳島県サッカー協会）

特別支援学校サッカー部サテライト事業
県央部での活動に加え、県南部、県西部でも練習会を実施し、

県内全ての特別支援学校生徒が放課後や休日にサッカーのできる環境を整備

ピアサポートサッカー交流事業
  障がい種別にかかわらず、サッカーを通してピアの交流を深めるとともに、
スポーツ活動の促進を図る。

＜実施内容＞
●ソーシャルフットボールチームとの合同練習
●特別支援学校サッカー部の練習会に、精神障がい者の選手が
指導的サポートとして参加

昨年度発足した、特別支援学校の生徒を軸とした徳島県で初めての「知的障がい者サッカーチー
ム」の活動を拡大。

県央部【活動回数36回、延べ541名参加】

県西部【活動回数6回、延べ148名参加】

県南部【活動回数14回、延べ176名参加】

•特別支援学校を会場に、放課後や授業時間を活用して実施

•近隣の放課後等デイサービスの利用者や特別支援学級の生徒が参加

【特別支援学校在校生】
・レベルの高い練習ができるので楽しい。
・卒業後もサッカーができる場所が出来て嬉しい。

【精神障がい者選手】 
・特別支援学校の生徒たちに指導を行うことで、
大きな励みや自信に繋がった。



６ まとめ
• 競技団体の指導者やプロチームとの顔の見える関係構築

• 特別支援学校在校生の新たなスポーツ活動機会の創出・拡充

• 総合型地域スポーツクラブにおける障がいのある児童・生徒の受入環境構築

• 障がい種別を超えた交流による社会参加の促進

取組の成果

• スポーツ実施場所までの移動手段の確保

• 総合型地域スポーツクラブへの個人登録費用の負担

• 競技団体におけるパラスポーツ指導経験者の不足
課題

• 指導者派遣や合同練習会等、生徒のスポーツへの意欲向上が見られた事業に
ついて、学校卒業後にも繋いでいくことができる仕組みづくり

• 障がい者スポーツにかかる地域格差解消に向けた支援策の検討

• 活動資金について、練習日程や練習方法の工夫のほか、協賛金の活用を検討

今後の方針
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